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問

地
域
の
拠
点
と
な
る
避
難
所

の
整
備
や
備
蓄
物
資
に
つ
い
て
聞
く
。

答

本
市
で
は
県
の
補
助
金
を
活

用
し
、
平
成
31
年
度
末
ま
で
に
自
主

防
災
組
織
等
と
協
働
し
て
、
対
象
と

な
る
１
０
０
の
指
定
避
難
所
の
避
難

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
避

難
所
開
設
時
に
必
要
な
資
機
材
の
配

備
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

食
料
品
や
毛
布
な
ど
の
備
蓄
物
資

に
つ
い
て
も
、
27
年
度
か
ら
５
カ
年

の
備
蓄
計
画
に
基
づ
き
、
Ｌ
１
想
定

の
避
難
者
約
９
万
２
０
０
０
人
の
１

日
分
の
備
蓄
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
大
規
模
災
害
時
に
孤
立
す

る
恐
れ
の
あ
る
中
山
間
地
域
に
お
け

る
防
災
計
画
の
策
定
を
行
っ
て
お
り
、

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
自
治
公
民
館
、

集
会
所
な
ど
の
地
域
の
拠
点
施
設
に

つ
い
て
は
、
国
、
県
の
補
助
制
度
を

活
用
し
、
各
施
設
の
耐
震
診
断
を
行

っ
て
い
く
。

問

大
規
模
災
害
時
の
長
期
浸
水

対
策
に
つ
い
て
聞
く
。

答

本
市
を
は
じ
め
各
機
関
が
止

水
排
水
対
策
、
医
療
対
策
な
ど
を
進

め
て
い
る
。
中
で
も
、
課
題
と
な
っ

て
い
る
救
助
、
救
出
対
策
に
つ
い
て

⑥

問

圏
域
を
県
全
体

と
し
た
理
由
に
つ
い
て

聞
く
。

答

現
在
、
県
人
口

の
約
半
分
が
本
市
に
集

中
し
、
他
の
各
市
町
村

の
人
口
は
５
万
人
以
下

と
い
う
一
極
集
中
構
造

と
な
っ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
県
内
市
町
村
か
ら
本
市
へ
の

転
入
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
お
り
、

本
市
は
、
県
内
の
人
口
流
出
を
緩
和

す
る
ダ
ム
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る

こ
と
、
そ
し
て
産
業
経
済
面
で
も
34

市
町
村
の
産
業
連
関
表
に
お
い
て
、

本
市
が
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
こ
と
な

ど
か
ら
、
県
内
市
町
村
と
の
連
携
は

非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
圏
域
を
分
け
る
こ
と
は
、

ブ
ロ
ッ
ク
間
の
強
弱
に
つ
な
が
る
こ

と
か
ら
、
全
国
初
と
な
る
県
下
全
市

町
村
に
よ
る
圏
域
形
成
の
方
向
性
が

了
解
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
平
成
29

年
度
か
ら
、
新
設
す
る
連
携
中
枢
都

市
圏
構
想
推
進
室
に
お
い
て
、
同
構

想
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
努
め
て

い
く
。

問

県
市
連
携
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ

メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
聞
く
。

答

限
ら
れ
た
予
算
・
人
員
を
県

・
市
で
効
果
的
に
投
入
で
き
て
お
り
、

デ
メ
リ
ッ
ト
は
生
じ
な
い
と
考
え
て

い
る
。
今
後
の
広
域
的
連
携
の
さ
ら

な
る
推
進
に
は
、
体
制
面
へ
の
県
の

補
完
が
必
要
と
な
る
た
め
、
本
市
、

安
芸
、
物
部
川
、
嶺
北
、
仁
淀
川
、

高
幡
、
幡
多
の
県
内
７
ブ
ロ
ッ
ク
に

配
置
さ
れ
て
い
る
県
地
域
産
業
振
興

監
と
の
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

　

そ
し
て
、
大
き
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
と

ハ
ブ
機
能
を
持
つ
本
市
と
、
県
内
に

お
け
る
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
へ
の
強

力
な
支
援
体
制
と
県
外
へ
の
外
商
の

体
制
を
持
つ
県
と
の
役
割
分
担
を
明

確
に
し
な
が
ら
連
携
し
て
い
く
。

守
っ
た
命
を
つ
な
ぐ
た
め
に

　
　
～
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
～

は
、
避
難
者
情
報
の
伝
達
・
収
集
の

確
立
手
段
と
し
て
、
上
空
へ
の
救
助

サ
イ
ン
用
資
機
材
を
緊
急
避
難
場
所

で
あ
る
各
津
波
避
難
ビ
ル
へ
配
備
す

る
と
と
も
に
、
既
存
の
通
信
イ
ン
フ

ラ
が
使
用
で
き
な
い
状
況
下
で
も
情

報
収
集
が
可
能
と
な
る
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成
31

年
度
か
ら
の
実
用
化
を
目
指
し
て
い

る
。

　

併
せ
て
、
津
波
避
難
ビ
ル
の
孤
立

対
策
と
し
て
、
簡
易
ト
イ
レ
や
防
寒

ア
ル
ミ
シ
ー
ト
な
ど
の
資
機
材
配
備

を
進
め
て
お
り
、
28
年
度
か
ら
は
飲

料
水
の
配
備
も
順
次
行
っ
て
い
る
。

問

避
難
行
動
要
支
援
者
に
対
す

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
く
。

答

平
成
30
年
度
ま
で
に
名
簿
情

報
の
提
供
を
一
定
完
了
さ
せ
る
こ
と

を
目
標
に
し
て
お
り
、
29
年
２
月
に

名
簿
情
報
の
提
供
に
関
す
る
同
意
確

認
書
を
対
象
者
に
郵
送
し
た
。
29
年

度
に
は
返
送
が
あ
っ
た
情
報
を
取
り

ま
と
め
る
と
と
も
に
、
未
返
送
の

方
々
に
対
し
て
は
再
度
の
同
意
確
認

を
行
っ
て
い
く
。

問

新
図
書
館
の
避
難
所
と
し
て

の
機
能
に
つ
い
て
聞
く
。

答

当
該
施
設
は
、
平
成
23
年
の

基
本
計
画
策
定
当
時
か
ら
災
害
時
に

お
け
る
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
の
機

能
を
持
つ
こ
と
と
し
て
お
り
、
３
０

０
０
人
の
避
難
ス
ペ
ー
ス
や
３
日
分

の
水
、
食
料
の
備
蓄
倉
庫
、
ま
た
72

時
間
分
の
燃
料
を
備
え
た
自
家
発
電

装
置
な
ど
を
上
層
階
に
整
備
し
て
い

く
。問

応
急
期
機
能
配
置
計
画
と
業

務
継
続
計
画
に
つ
い
て
聞
く
。

答

応
急
期
機
能
配
置
計
画
は
、

平
成
26
年
度
か
ら
庁
内
の
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
検
討
、
調
整
を

行
い
、
28
年
度
に
計
画
の
素
案
を
取

り
ま
と
め
た
。
29
年
度
か
ら
は
、
県

下
全
市
町
村
が
作
成
し
た
応
急
期
機

能
配
置
計
画
を
も
と
に
、
近
隣
市
町

村
を
中
心
と
す
る
広
域
で
不
足
す
る

用
地
な
ど
に
つ
い
て
の
調
整
を
県
が

行
う
予
定
で
あ
り
、
今
後
本
市
の
計

画
案
に
反
映
し
て
い
く
。

　

全
部
局
が
28
年
９
月
に
策
定
し
た

業
務
継
続
計
画
に
つ
い
て
は
、
計
画

の
検
証
を
兼
ね
て
、
29
年
２
月
に
南

海
ト
ラ
フ
地
震
を
想
定
し
た
災
害
対

策
本
部
の
図
上
訓
練
を
実
施
し
た
。

今
後
、
こ
の
訓
練
結
果
に
基
づ
き
、

必
要
な
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
。

【 不採択 】
○新図書館西敷地利活

用プロポーザル選定
委員会を設置しない
ことを求める件

３月定例会で
結果の出た請願

　

国
は
、
地
域
で
相
当
の
規
模
と
中
核
性
を
備
え
る
圏

域
に
お
い
て
、
市
町
村
が
連
携
し
、
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
社
会
を
見
据
え
た
コ
ン
パ
ク
ト
化
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
に
よ
り
活
力
あ
る
社
会
経
済
を
維
持
す
る
た

め
の
拠
点
を
形
成
す
る
、
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

当
初
、
本
市
を
含
む
19
市
町
村
で
の
圏
域
形
成
を
目

指
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
28
年
10
月
に
行
わ
れ
た
第

１
回
高
知
広
域
連
携
中
枢
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
懇
談

会
に
お
い
て
、
県
と
本
市
の
役
割
分
担
や
、
本
市
と
県

内
市
町
村
と
の
関
係
な
ど
を
踏
ま
え
、
県
下
全
市
町
村

を
圏
域
と
し
て
議
論
し
て
い
く
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
揺
れ
か
ら
命
を
守
る
・
津
波
か
ら
命
を
守
る
・
地
域
の

防
災
力
を
高
め
る
を
柱
に
、
重
点
課
題
で
あ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
が
、
平
成
27
年
度
か
ら
は
、
「
守
っ

た
命
を
つ
な
ぐ
」
こ
と
を
加
え
た
４
本
柱
に
よ
り
、
市
民
の
命
と
財

産
を
守
る
施
策
を
展
開
し
、
震
災
対
策
を
加
速
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

県内市町村の連携で活力を


